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　　IAEA の 原 子 分 子 データユ ニ ッ トは 1977年 よ りデ
ータセ ン ターネ ッ トワ

ー
ク を主 宰 し，核融合プ ラズ マ 研究

の た め の 原 子 分 子 過 程 お よび プ ラ ズ マ ・壁 相 el作 用 の 文 献 お よ び数 値 デ
ー

タ ベ ー
ス の 作成 と提供 を国 際的な 協力

関係の もとで 進 め る た め，デ
ータ生成や デ

ータベ ー
ス 活 動 の 状 況 と そ の 方向性，デ

ー
タ ニ

ーズ な どを 隔 年開催 の

会議で 議論 して い る．日本 か らは核 融 合科学研 究 所 と 日本原 f一力研究開発機構が 参加 して い る ．
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4．11AEA デー
タセ ン タ

ーネ ッ トワーク

　本小特集の 1章で 紹介 され た よ うに ，IAEA は 原 子 力 の

平和 利 用 の た め に 1957年 に 設 立 され，当初 よ り核 融 合研究

に深 くか か わ っ て い る．国際 核 融 合 研 究 評 議 会 （IFRC ＞を

設置 ・開 催 し，国 際 的 な核融合研 究情報 の 交換 ・共 有 を進

め る た め の 国際会議 を1961年 よ り隔年 開催 し て い る．1974

年に 東京で 開催 され た IFRC に お い て ，核 融 合 プ ラ ズ マ 工

学発展 の た め に，原子分子 デ
ータの 必要性 と国際的な協力

体 制 で の デ ータ サ ービ ス の 必 要 性 が IAEA へ 提 言 さ れ

た．こ の 提言 は，名古屋大学旧プ ラズ マ 研究所 に お い て

1973年 よ り高柳 らに よ っ て 組織され た ス タ デ ィ
ーグ ル

ープ

で の 水素，ヘ リウ ム お よび そ の 同位体 の 原 子
・イ オ ン と光

子 ・電 子 との 衝 突過 程 断面 積 の 収集 ， 評 価活動 ［1−3］に端

を発 して行われ た．そ の 後 1976年 に IAEA の 諮問委員会 に

よ っ て デ
ー

タ セ ン タ
ー

ネ ッ トワ
ー

ク の 設置 が 提案 さ れ，

1977年 に 原子分子 デ
ータユ ニ ッ トの 設置，データセ ン ター

ネ ッ トワ
ー

ク （DCN ）の 第 1 回 会議が 開催 され た．目本 か

らは，旧プ ラ ズ マ 研究所 と同時 に，旧 日本原子力研究所那

珂 研究所 が 第 1 回 目 よ り参加 し，中核 メ ンバ ーと して 今 H

に 至 っ て い る ．

　IAEA 　DCN 会 議 で は，核 融 合 プ ラ ズ マ 研 究 に必 要 な原 子

分 子 （AM ）過 程お よ び プ ラ ズマ ・壁相互 作用 （PWI ）の 数

値 デ
ー

タ，文献 デ
ー

タ の 収集活動，デ
ー

タ ベ ー
ス ，関連 す

る 研究活 動 な どが 報 告，議 論 され，デ
ータ交 換 フ ォ

ーマ ッ

トの 必 要性や，整 備 すべ きデータの リス ト作 成 な ど
， 国際

的 なデ ータ 活動 の 方向性な どが 議論 さ れ て い る．参加 して

い る デ
ー

タ セ ン タ
ーご とに 主 要な活動 が お お よ そ 異 な り，

相補的 に な っ て い る．近 年，会議 は 2 年 ご とに 開催 され て

お り，そ の 報 告 が IAEA の INDC −NDS レ ポートと して 出版

され ， 原 子 分子 データユ ニ ッ トの ホーム ペ ージ ［4］か ら閲

覧で きる．今年2013年 の 9月に 第22回 目の 会議が 開か れ る

予 定 に な っ て い る．近 年の 参加 セ ン ターは，日本か ら核融

合科学 研 究所 （核融 合 研 ） と 日本 原 子 力研 究 開 発 機構 （原

子力 機構） の ほ か ，ア メ リ カ の 国 立 標 準 技術 研 究 所

（NIST ）とオー
ク リ ッ ジ国 立研 究 所 （ORNL ），ロ シ ア の ク

ル チ ャ トフ 研 究 所 ，ドイ ツ の マ ッ ク ス プ ラ ン ク 研 究 所 と

ユ ー リ ッ ヒ 研 究 セ ン タ ー （FZJ ；2011年 よ り）， 中 国 の

CRAAMD （北京応 用 物理 与計算数学研究所），韓国の 原 子

力研究所 （KAERI ） と国立核融合研究所 （NFRI ；2011年

よ り）， イ ギ リス の ADAS （JETお よ び ス トラス ク ラ イ デ

大学 ；2009年 よ り）， イ タ リ アの ENEA （2009年 まで ）， フ

ラ ン ス の パ リ第11大学 プ ラズ マ 物理研究所 （LPGP ；2009

年 まで ） な どで あ る．そ れ ぞ れ の 国や 研究所 の 事情等 に よ

り， データセ ン ター
の 活動 の 低下 や 閉鎖 ， データセ ン ター

を担 っ て きた研究者の 高齢化などで の 不 参加 や新 た な 参加

な どで ，参加 メ ン バ ーは少 しずつ 入 れ替 わ っ て い る ．

　DCN 会 議 で の 議 論 か ら発 展 して ，データ交換 フ ォ
ー

マ ッ

ト XSAMS （XML ス キーマ ）の 策定，コ ードセ ン ターネ ッ

トワ
ー

ク （CCN ）の 設置，デ
ー

タ 評価 に 関す る 技術会議 の

開催 な ど，様 々 な動 き に つ なが っ て い る．

4．2　核融合科学研究所 にお ける原子分子デ ータ

　　　活動 とデ ータセ ンターネ ッ トワーク

　核融合科学研究所 （核融合研〉 に お ける 原子分子 デ
ー

タ

ベ ース 活 動 は，上 述 した よ う に，名 古屋 大 学 旧 プ ラ ズ マ 研

究 所 時 代 の ユ970年代 に 行 わ れ た データ 収集 活動 か ら始 ま っ

て い る．高柳 らが 収集 ・評価 し た水素，ヘ リ ウ ム お よ び そ

の 同位体 の 原子
・イオ ン と光子

・
電子 との 衝突過程断面積

データ は，IPPJ−DT レ ポートと して 出 版 され て い る ［1−3］．

　旧 プ ラ ズマ 研 究所時代よ り， 核融合研 で は AM 衝突過 程

に着 目 し， 電子 衝突電 離 ・励起過 程 の 文献データお よ び数

値 デ
ー

タ，重粒子衝突過程の 文献デ ータ お よ び 数値 デー

611 tt）2013　The 　Japan　Society　of 　Plasma

Scicnce　and 　NucLear　Fusion　Research

　 　 　 N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Plasma Science and Nuclear Fusion Research

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Plasma 　Soienoe 　and 　Nuolear 　Fusion 　Researoh

Journal　ofPlasma 　and 　Fusion　Research　Vol．89，　No 、9　September 　20⊥3

タ，PWI 関係 と して ス パ ッ タ リ ン グ 収率 と後方散乱係数

デ
ータの 収 集 と，デ

ータベ ース 作成を行 っ て きた．収集 さ

れ た デ
ー

タ は ，IPPJ−AM レ ポ ート シ リーズ お よ び NIFS −

DATA レ ポートシ リ
ーズで 出 版 さ れ て お り，そ れ ら の

PDF フ ァ イ ル は 現 在核融合研 の デ
ー

タ ベ ー
ス の ウ ェ ブ

ペ
ー

ジ ［5］か ら取得可 能で ある ．

　AM 衝突過程 に 関す る 文献デ
ー

タ に つ い て は，定期 的 ・

網羅的 に 収集 し，デ
ー

タ 集 と して ま と め た レ ポートと して

出 版 され て い る．電 子 衝 突 に 関 して は高 柳 ら［6］，市 川 ［7］

が，重 粒子衝突 に 関 して は俵 ［8−10］が レ ポ ートを 出版 し て

お り，
IAEA 　AM デ ータ ユ ニ ッ 1・が 作成 し て い る 文献 デ

ー

タ ベ ー
ス へ も提供され，IAEA の デ

ータベ ース 集 CIAMDA

で も出版 され て い る．しか しなが ら ， イ ン ターネ ッ ト環 境

の 普 及 に伴 い ，文献 デ
ー

タ収集活動 は 引き継 が れ ず，核融

合研 で は 2000年以降は積極的に は行 っ て い ない ．国際的に

み て も同様 の 傾向が あ り，特 に IAEA の AM ／PWI 文献 デー

タベ ー
ス を 支え て い た ア メ リ カの オーク リ ッ ジ国 立研 究所

で の 文 献データベ ー
ス 作 成は，同研 究 所の 核融合原 子 デー

タセ ン ターの 閉鎖に 伴い 2009年出版の デ
ー

タ 以降，デ
ー

タ

の ア ッ プ デ
ートは 行わ れ て い ない ．

　数 値 デ
ー

タ に つ い て は，国 内の 共 同 研 究 者 の 協力 の も

と，データ収集 ・データベ ース 構築 に加え，デ
ー

タ 評価を

行 っ て きた ．

　 収集 した AM ／PWI 数値 デ
ー

タ を も とに ，1980年代 に 汎

用 計算機 上 に デ
ータベ ー

ス が構 築 さ れ 匚11−13］，共 同研 究

者 らに提供 され た．そ の 後，こ れ らの データベ ース を1997

年 に UNIX サ
ーバ に 移行 し，ウ ェ ブ 上 か ら ア ク セ ス で きる

よ うに な っ た ［5，14，15］，こ れ らの 数値デ
ー

タ ベ ー
ス は，検

索機能や グ ラ フ 表示機能 を有 し，デ
ータの 比 較が 容易 に で

きる うえ ， データ の 出典 情報が 整備 され て トレース 可 能な

た め，デ
ー

タ評価 に も活用 され た．

　 IAEA の AM デ
ータユ ニ ッ トは，　DCN の メ ン バ ーと なっ

て い るデータセ ン ター等 が作 成 ・公 開 して い る ウ ェ ブ上 の

デ
ー

タ ベ ー
ス に対 して，一

度 にデ
ー

タ が検索 で きる検索エ

ン ジ ン GENIE を用意 し，2001年 よ りウ ェ ブ 上 で 公 開 して

い る ［16］．これ は，も と も と は2000年 に行 われ た第 2 回原

子 分 子 デ ータ と そ の 応 用 に 関 す る 国 際 会議 （ICAM −

DATA ）で の 議論が 元 に なっ て い る．　GENIE で は，原子 の

波長 と，電子衝突励起
・
電離断面積 の 検索が，イ オ ン種 を

指定す る だ けで 複数 の デ
ー

タ ベ ー
ス に わ た っ て 検索 で きる

よ うに な っ て お り，核融合研 の 原 子 分子 数値 デ
ータベ ース

の AMDIS も，GENIE を通 して 検索 で きる よ うに な っ て い

る．GENIE の 出力 は各デ
ー

タベ ー
ス の 出力 を そ の ま ま 表示

して い る．

　 AM 衝 突過 程 の データは，実 験 データを 中心 に評 価 を行

い
， 電 子 衝 突励起過 程 な ど は 理 論 データ を用 い て 評価 し

た．評 価 した データ は
， 半経験 則 や 解析式 な ど で フ ィ ッ

テ ィ ン グ し，利用 しや すい 形で まとめ られ て い る ．こ れ ま

で 評価 され た 原子分子の 衝突デ
ータ （電子衝突励起 ・

電子

衝 突 電 離の 断面積 や 速度係数，荷 電 交換 断 面積等） は ， 炭

素 お よび酸素 イオ ン ［17］，中性 ヘ リ ウ ム ［18］，ヘ リ ウ ム 様

イ オ ン ［19］， 炭 素 原 子 と炭 素 イ オ ン ［20］，窒 素原 子 と窒 素

様イオ ン ［21］，炭化水素［22，23］， リチ ウム イオ ン ［24］，鉄

イ オ ン ［25，　26］の ほ か ， 電 子 衝突電離断面積 の 実験値 を

使 っ た 経 験則の 評価 と補正項の 提業［27］も行 わ れ た．こ れ

らは ，核融合 プ ラズ マ の 不純物分光計測 や 周辺 プ ラ ズ マ で

の 衝突過 程 な どに 関 連 し た データ を 中 心 に データ 評価 を

行 っ て き たが，核融合 プ ラ ズ マ 研究 に必要なすべ て の デ
ー

タ まで は評価で きて い ない ．

　一
方，PWI 関係 の デ

ー
タ に 関 して は，モ ン テ カ ル ロ 計算

に よ っ て 得 ら れ た デ
ー

タ か らス パ ッ タ リ ン グ 収率や 後方散

乱係数 に 対す る 経 験 式 が 導 か れ，IPPJ−AM レ ポ ートや

NIFS −DATA レ ポートと して 出 版 され て い る．こ れ らの 経

験 式 は ，
ウ ェ ブ で 公 開 して い る 核融合研 の 数値デ

ー
タベ ー

ス の なか の SPUTY と BACKS ，　 CURVE （経 験 則 の み ）に

も取 り込まれ，計算値が 図 に表示で きる よ うに な っ て い る

［28，29］．

　以 上 の ような核融合研 にお け る AM ／PWI デ
ー

タお よ び

データベ ース 活動や 関連す る研究活動 に 関して，DCN 会議

にお い て 報告を行 っ て きた．最近の 関連す る 研究活動 と し

て は，た と えば，CRP 活動 と も連携 した タ ン グ ス テ ン イ オ

ン の 分 光 デ
ータ計 測 や 衝 突 輻 射モ デ ル 構 築 に よ るス ペ ク ト

ル 計算 な どの 報告を第21回 DCN 会議 （2009年）で 行 っ た．

DCN 会議で 議論された デ
ー

タ ニ
ーズ に 関 して は，共同研究

者で 組織 し て い る デ
ー

タ収集作業会 で の 収集活動方針 に も

反 映 させ て い る．

　 核 融 合 研 で の データ評 価 活 動 は，2012年 に韓 国 で 開催 さ

れ た データ評 価 に 関 す る IAEA 技術会議で も報告を行 っ た

［30コ．AM 衝突過程断面積等 の デ
ー

タ 評価 は，デ
ー

タ に エ

ネル ギー依 存 性 が あ るた め，発 光線 波 長 の 評 仙 よ り も難 度

が 高 く，考慮すべ き点 も多い ．電子 衝 突 電 離 断 面 積 は実 験

データ が あ る が ， 電 子衝突励起断面積 は ほ と ん ど理 論計算

しか ない た め ，衝突過程 に よ っ て ，評価方法な どが異な っ

て くる．韓国で の 技術会議で は，衝突過程 ご とに チーム を

つ く り，評価 方針 の 策 定や モ デ ル ケー
ス と して の データ評

価 を行うこ とな どが 決 め られ た．我 々 は デ
ー

タセ ン タ
ー

と

して ，デ
ータベ ー

ス を デ
ータ評価 の た め の プ ラ ッ トフ ォ

ー

ム と して も提供 で き る．IAEA の AM データユ ニ
ッ トで は，

評価済み データの 文献 リス トな どの整備 を 始 め て お り，核

融合研で の 活動成果な ど を提供 して い る．評価 デ
ー

タ の

デ
ー

タ ベ ー
ス に 関 し て は，今後も DCN で 議論 が 進 め られ

て い くこ とに な っ て い る ，

　 核融合研 は，今後 も，DCN の 中 核 メ ン バ ーの
一

員 と し

て，国 内の 共 同研 究者 と も協力 して 核融合研 究 に 必 要 な原

子分子 デ
ー

タ活動 を 進 め て い きた い と考 えて い る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （村 上 　 泉 ）

4．3　日本原子力 研究 開発 機構の IAEA 原 子分 子

　　　デー
タユ ニ ッ トに関わ る活動

4．3．11AEA デー
タセ ン タ

ー
ネ ッ トワ

ー
クで の 活動

　 日本原子力研究開発機構 （原子力機構，旧 日本原子力研

究所 ）は ， 核 融合 科 学研 究 所 （核 融 合 研，旧 プ ラ ズ マ 研究

所） と と もに，1977年 の 第 1回 か ら2013年 の 第22回 ま で

IAEA 原子分子 デ
ータ セ ン タ

ー
ネ ッ トワ

ー
ク 会合 に 参加 し
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て きた．こ の 貢献 に よ っ て，日本 は，フ ラ ン ス ，ロ シ ア，お

よ び 米国 と と も に デ
ータ セ ン ターネ ッ トワ

ー
ク の 中核 グ

ループ と評 さ れ て い る．

　原子力機構 で は，そ れ 以 来 ， 核融合研 究開 発 に 必 要 なス

ペ ク トル デ
ー

タ （波長表） や衝突 デ
ー

タ （電離 ・再結合断

面積 な ど）の 収集，生 産，評価 な どを行 っ て きた．こ れ ら

の 成果 をデータセ ン ターネ ッ トワ
ーク 会 合で 報告する と と

もに，現 在で は ウ ェ ブ な ど を通 じて 広 く利 用 者 に 供 して い

る ［31］．一一・
方で，原 子力機構 は JT−60 を中心と した核融合

研 究開 発の 世 界 的拠点の
一

つ で あ り，原 子 分 子 デ
ー

タ を 享

受する 立 場で もあ る こ とか ら，デ
ー

タ セ ン ターネ ッ トワ ー

ク 会合 で は，デ
ー

タ 利 用 者 と して の 観点 か らデ
ー

タ ニ
ーズ

を示 し，今 後 の データ収 集 の 優 先 度 付 け を提 案 す る役 割 も

担 っ て い る ．

　また ，原 子力機構 で は
，

デ
ー

タ セ ン タ
ー

ネッ ト ワ
ー

ク 会

合 で の 世界の 原子分子 デ
ー

タ セ ン タ
ー

の 活動状況の 報告を

参考 に，デ
ー

タ 収集，生 産，お よび 評価の 動向を判断 し，そ

れ ら と重複せ ず，か つ 核融合研究開発 に 必 要 な デ
ータ に

限 っ て 収集，生 産 ，お よび 評 価 な どの 活動 を行 っ て い る．

現 在で は，データセ ン ターネ ッ トワーク会合 へ の 参加 セ ン

タ
ー

は 核融合研究開発 に 直接的に は 関連の 低い デ
ー

タ，た

と えば照明や プ ラ ズ マ プ ロ セ ッ シ ン グ 向けの デ
ータ も収集

して い る 場合 もあ る が ，デ
ー

タ の 収集，生 産，評 価 の 方法

や ，と く に オ ン ラ イ ン ・
デ
ータベ ー

ス に よ る データ提供

や，デ
ータ セ ン ター問 の データ交 換 の 方 法 な どに つ い て は

参 考 に な る部 分 も多 く，原 子 力機構 の ウ ェ ブ サ イ トの 改善

な ど に役立 て て い る．

4．3．2 収集，生産お よ び 評価 の 対象 と な る原子分 子 デ ータ

　核融合研究開発 に 必 要なデ
ータは，大別する と，高温 炉

心 プ ラ ズ マ 中で は タ ン グ ス テ ン な ど の 重元素 の 高電離 イ オ

ン の ス ペ ク トル デ
ー

タ およ び衝突 デ
ー

タ，低温周辺プ ラ ズ

マ 中で は低電離 タ ン グ ス テ ン イ オ ン の ス ペ ク トル お よび衝

突デ
ータ，炭素や 窒 素 な どの 軽元 素不純 物 お よび炭化水素

や水素 分子 な どの 衝 突 データ，さ らに は プ ラ ズ マ 対向壁材

料 とプ ラズ マ の 相互作用 デ
ー

タ （ス パ ッ タ リン グ や水素 リ

テ ン シ ョ ン など〉で あ る．こ れ らの デ
ータ ニ ーズ は核 融 合

研究開発 に特有で あ り，データ セ ン ターネ ッ トワ
ーク 会合

な どの 枠 組 み で 生 産 す る必 要 が あ る．た とえば，少数の 例

外 を除 け ば，タ ン グス テ ン の 高電離イオ ン が存在す る プ ラ

ズ マ ，お よ び ト リチ ウ ム を含 む プ ラ ズ マ は核融 合 炉 心 プ ラ

ズ マ の み で あ る （水素 分 子 の 振 動 お よ び 回転準位 は 同位体

問 で 大 き く変 化 す るた め，H2 の デ
ー

タ を D2，　T2 お よ び DT

分 子 な ど に転 用 で きな い ）．い ず れ の 場合 も，核 融 合 研 究

で の ニ
ーズが 駆動源 と な っ て ，原 子 分 子 物 理 の 専 門家 を刺

激 し，同分 野 の 重 要 な研 究対 象 と な っ て い る．

　今後 は，ITER な どで の データ ニ ーズ を見据 え，タ ン グ

ス テ ン イオ ン の 電 離 ・再結合速度係数の 実験 に よ る 精度評

価，水素 同位体分子 の 衝突デ
ー

タ の 系統的な整備，窒 素 な

ど冷却用 ガ ス の 低温 プ ラ ズ マ 中 で の 電荷 移 行 断 面積 な どが

主 な対象とな る で あ ろ う．

4．3．3　近年 の 成果 ・実績

　原子力機構で は，核融合研究開発 の ニ ーズ （壁 材 ・構造

材 お よ び プ ラ ズ マ 冷却 用 の ガ ス ）か ら，Ti，　 V，　 Cr，
Mn ，　 Fe，　 Co，　 Ni，　 Cu，　 Kr お よ び Mo の 高電離 イ オ ン の ス

ペ ク トル デ
ー

タ ［32］を，米国標準技術研究所 （NIST ）との

協力 に よ り整 備 した．天体 や照明な ど他分野を含 み 世界標

準 ともい え る NIST の ス ペ ク トル デ ータベ ース ［33］中 に

あ っ て ，Ti，　 V，　 Cr，　 Mn ，　 Fe，　 Co，　 Ni，　 Cu お よ び Mo
の 高電離 イ オ ン に 限れ ば，多 くの ス ペ ク トル デ

ー
タ が こ の

成 果 に よ る．

　炭素材 タ イ ル か ら発 生 す る 炭化水素不純物 の 研究 の た

め，炭 化 水 素 の 電 子 衝 突 断 面 積 を収 集，評 価 し，系統 的 に

整理 して 経験式を作成 した ［34］．こ の データ 集 は 低温 プ ラ

ズ マ 中の 炭化水素の 解離過程の モ デ リ ン グ ［35］に 有用 で あ

る．断 面積 データが 衝 突 エ ネル ギーに対 して 離 散 的 に しか

存在 しな い 場 合 ， しば しば 内挿 に よ る 問 題 が 生 じるが ，
こ

の デ
ー

タ 集で は 経験式が サ ブ ル ーチ ン と して 準備 され て い

る た め，容易 に コ
ー

ドに 実装可能で あ る．

　また，JT−60 の 高温の 主 プ ラズ マ を利用した高電離キ セ

ノ ン イ オ ン ［36］，高電離 タ ン グス テ ン イ オ ン ［37］の ス ペ ク

トル データの 生 産，高 電 離 タ ン グス テ ン イ オ ン の 電 離 ・再

結合速度係数の 評価 ［38］や，低温の ダ イバ ータ プ ラ ズマ を

利用 した炭化水素 の 発光速度係数の 導出［39］な どの デ
ー

タ

生 産 も行 っ た．

　こ の ほ か に，国 内の 専 門家 に委 託 し，原 子 分子 デ
ータの

収集，生産お よ び評価をすす め，核融合研究開発に 必要な

デ
ー

タ を広 く整備 した （近 年 で は ，タ ン グ ス テ ン の ス ペ ク

トル デ ータ お よ び電荷変化断面積，窒素 ・炭素 ・ベ リ リ ウ

ム 多価 イ オ ン と励起 状 態水素原子 の 電 荷移 行断面積，水素

分 子 の 解 離 性 再 結 合 断 面 積 な ど）．

4．3．4　 tAEA 　IFRC 原 子 分 子 小 委 員 会 での 活 動

　原子力機構 は，デ
ー

タ セ ン タ
ーネ ッ トワ

ー
ク 会 合 と交 互

に隔年で 開催 され る IAEA 国際核融合研究評議会 ・原 子 分

子 データ小 委員会 に も出 席 し ，
IAEA 原 子 分 子 デ ータ ユ

ニ ッ トの 過去 2年間の 活動内容 と今後 2 年間の 活動方針 を

審議し，審議結果 を上 記 の 評議会 に 上 申す る役割 も担 っ て

い る．この 委員会で 中心 と な る議 題 は CRP （本特 集 第 2章

参 照 ） に よ るデータ収集の 対 象で ある．原 子 力機構 か らの

代表者 は，本小員会の 委員中で は例外的に，デ
ー

タ 生 産者

で あ る と同時 に，核融合 プ ラ ズ マ の 研究者，す な わ ち デ
ー

タ利用 者 とい う立 場で あ る．そ の ため ，現 状 の データベ ー

ス の 整備状況 を把握 し た上で ， データ ニ
ーズ を，そ の デ

ー

タが核融合研究開発で どの よ うに 利用され る か，どの よ う

な 人材 が そ の デ
ー

タ を生 産 可 能 か，と と もに 提 案 す る こ と

が 可 能 で あ り，特に こ の よ うな観点か らの 役割を果 た して

い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （仲野友英）
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